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平成29年2月15日改

天台座主大僧正 山田惠諦 書（平成四年八月） 
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軒
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海
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み
な
さ
ん
 

 
 
（
平
成
二
十
五
年
度
）
 

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
待
望
の
護

摩
堂
建
立
の
御
浄
財
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今

年
の
年
末
に
は
さ
ぞ
か
し
立
派

な
お
堂
が
完
成
す
る
も
の
と
、

あ
り
が
た
く
思
っ

て
お
り
ま

す
。

完
成
の
暁
に
は
、

皆
様
の

御
祈
願
を
一
心
に
念
力
を
込
め

て
修
法
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
平
成
四
年
本
堂
建
立
の
折
に

「

法
海
寺
」

の
額
を
揮
毫
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
山
田
恵
諦
座

主
猊
下
は
、

バ
チ
カ
ン
の
パ
ウ

ロ
二
世
教
皇
と
も
ご
昵
懇
の
間

柄
で
、

世
界
平
和
の
祈
り
を
比

叡
山
で
始
め
ら
れ
た
世
界
の
宗

教
家
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
も

若
き
日
に
ご
指
導
賜
り
ま
し
た

ご
縁
を
心
の
支
え
と
し
、

祈
願

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
西
暦
六
六
八
年
創
建
の
法
海

寺
は
、

あ
と
四
年
で
開
創
千
三

百
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。

こ
の
逢
い
難
き
ご
縁
を
皆

様
方
と
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
お

互
い
に
祈
り
、

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
始
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
（

難
読
文
言
は
四
頁
参
照
）

　
村
瀬
修
三
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口
洋
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神
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雍
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稲
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芳
幸

　
加
古
敬
二

　
田
原
　
進

　
石
濱
祥
一

　
後
藤
洋
三

　
加
古
正
彦

後
列
右
か
ら
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法海寺に関連した歴史年表

護摩堂（平成27年3月8日落慶） 

尾張名所図会より 
（江戸時代） 

 法海寺では恒例の「越年行事」として大晦日に「除夜の鐘」と「護摩法」を修し皆

様の一年間の罪や汚れを払い、新しい希望に満ちた年をお迎えに成られますよう

お祈り致します。この時の「護摩木」の勧募を行っていますので、皆様のご厚志を

お願い申し上げます。 
 

500 600 大　　　　和 700  奈　良 神護景雲元年 800 平　　　　　　　　安 900

538 607 668 712 720 767 788 804 805 822 823
宣化3 推古15 天智7 和銅5 養老4 延暦7 延暦23 延暦24弘仁13 弘仁14

仏
教
公
伝

聖
徳
太
子

、
法
隆
寺
を
創
建

 
法
海
寺
創
建

「
古
事
記

」
太
安
万
呂
に
よ
り
撰
上

「
日
本
書
紀

」
舎
人
親
王
ら
に
よ
り
撰
上

天
台
宗
の
開
祖

「
最
澄

」
誕
生

「
最
澄

」
比
叡
山
に
一
乗
止
観
院
を
造
立

「
最
澄

」
遣
唐
使
と
し
て
唐
へ
渡
り

、

　
　
　
　
　
中
国
天
台
宗
の
奥
義
を
修
め
る

「
最
澄

」
日
本
天
台
宗
開
宗

「
最
澄

」
没

（
五
六
歳

）
、

　
　
　
　
　
比
叡
山
大
乗
戒
壇
許
可

比
叡
山
の
一
乗
止
観
院
を
勅
賜
に
よ
り

　
　
　
　
　

「
比
叡
山
延
暦
寺

」
と
す
る

三重塔心跡（年代不詳）

安土・桃山 江　　　　　　　　戸  明治 大正

1600 前　期 1700 中　期 1800 後　期 1900 昭　　　　　和 2000 平　　　成

1666 1669 1730 1822 1889 1926 1957 1975 1987 1992 2010 2015
寛文6 寛文9 享保15 文政5 明治22 大正15 昭和32昭和50 昭和62 平成4平成22 平成27

仁
王
門
・
仁
王
像
造
立

仁
王
門

、
木
鼻
・
大
斗
に
墨
書

仁
王
門

、
東
妻
面
の
肘
木
に
墨
書

仁
王
門

、
巻
斗
・
大
斗
に
墨
書

内
務
省
か
ら
金
百
圓
御
下
賜

本
堂
屋
根
葺
替
大
修
理

仁
王
門
屋
根
葺
替
修
繕

愛
染
堂
修
繕

仁
王
像
大
修
理

山
門
修
理

本
堂
屋
根
互
修
理

山
門
破
風
軒
瓦
攸

本
堂
修
復

仁
王
門
・
仁
王
尊
像
修
復

護
摩
堂
建
立

 「薬王山法海寺略縁起」 
本堂正面右手の案内表示板に下図内容が記されている       

 「熱田神宮の酔笑人神事」      平成２５年５月５日 中日新聞       
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[

Ｑ

]

　
　
　
　
非
常
時
に
、

避
難

　
　
　
　
所
の
運
営
を
円
滑

　
　
　
　
に
す
る
に
は
、

ど

　
　
　
　
の
よ
う
な
訓
練
が

　
　
　
　
必
要
で
す
か
？

　
　
　

[

Ａ

]

　
 
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム

　
【

Ｈ
Ｕ
Ｇ
】

が
有
効
で
あ

　
る
と
あ
る
と
思
わ
れ
た
の

　
で
、

八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

　
の
自
主
防
災
会
正
副
会
長

　
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施

　
い
た
し
ま
し
た
。

要
点
は

　
次
の
通
り
で
す
。

◆
避
難
所
を
開
設
し
た
と
き

　
収
容
対
象
者
を
適
切
に
仕

　
分
る
。

　
　
大
災
害
で
は
、

負
傷

　
者
・
病
人
・
老
人
・
外
国

　
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
大
勢

　
の
人
が
避
難
し
て
き
ま

　
す
。

こ
の
人
た
ち
に
、

限

　
ら
れ
た
施
設
を
速
や
か
に

　
配
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
。

　
　
今
回
の
研
修
で
は
大
災

　
害
の
発
生
を
想
定
し
た
机

　
上
演
習
に
よ
り
、

避
難
住

　
民
へ
の
対
処
方
法
を
学
習

　
す
る
こ
と
が
で
き
、

八
幡

　
地
区
内
の
共
通
認
識
を

　
持
っ

た
リ
ー

ダ
ー

の
育
成

　
が
で
き
ま
し
た
。

[

こ
の
記
事
へ
の

　
　
意
見
等
の
連
絡
先

]

八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

　
防
災
部
会
長
　
平
松
鋼
一

天災人悟天災人悟

寺
本
駅
 

薬王山 

法海寺 
八幡 

公民館 

名古屋方面 

常滑方面 

薬師通り 

法海寺への交通アクセス 
寺本駅から徒歩約10分 

仁王尊像 

本 堂 

境内には鐘楼をはじめ法善堂、
蔵、十王堂、庚申堂、愛染堂 
がある 

仁王門（知多市文化財） 

仁王門を入って本堂を望む参道脇には、 
樹齢数百年の楠木四本が鬱蒼と繁っている 

創建当時の法海寺全容 

護
摩
堂
（
ご
ま
ど
う
）
 
揮
毫
（
き
ご
う
）
 

山
田
恵
諦
座
主
猊
下
（
や
ま
だ
え
た
い
 
ざ
す
 
げ
い

か
）
 


